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予
定
で
は
、
懇
談
会
の
議
論
の

成
果
が
、
政
府
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
が
ま
と
め
る
経
済
財
政

運
営
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
に

反
映
さ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

藤
井　
は
い
。短
期
的
に
は「
骨

太
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
平
成

26
年
度
か
ら
事
業
と
し
て
の

取
り
組
み
が
始
ま
る
予
定
で
す

が
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（
計
画
→
実
施
・
実
行
→
点
検
・

評
価
→
処
置
・
改
善
）
の
よ
う

に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
土
の

脆
弱
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
事
業

を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
点

に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

永
原　
懇
談
会
で
の
議
論
の
行

方
を
、
国
民
も
高
い
関
心
を

持
っ
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。

藤
井　
懇
談
会
で
の
議
事
内
容

は
内
閣
官
房
内
閣
総
務
官
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
逐
次
、
公

表
し
、
だ
れ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
も
自
身
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
を
発

信
し
て
お
り
、
８
０
０
０
～

９
０
０
０
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

い
て
、
感
想
を
た
く
さ
ん
寄
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
反
響
の
大

き
さ
を
肌
で
感
じ
、
皆
様
の
ご

期
待
に
何
と
か
応
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

永
原　
今
国
会
へ
の
提
出
が
予

定
さ
れ
る
「
国
土
強
靱
化
基
本

法
」
は
、藤
井
先
生
の
著
書
『
列

島
強
靭
化
論
』
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
国
土
強
靱

化
に
必
要
な
公
共
投
資
に
よ
っ

て
、
国
民
生
活
の
安
全
向
上
だ

け
で
な
く
、
産
業
競
争
力
を
強

化
し
て
デ
フ
レ
脱
却
に
つ
な
が

る
と
い
う
の
が
、
先
生
の
持
論

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

藤
井　

国
土
強
靱
は
成
長
の

エ
ン
ジ
ン
と
な
り
え
ま
す
。
大

規
模
な
公
共
事
業
を
、
す
ぐ
に

「
税
の
無
駄
遣
い
」
と
批
判
す

る
勢
力
が
あ
り
ま
す
が
、
積
極

的
な
金
融
・
財
政
政
策
に
よ
っ

て
強
靱
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
れ
ば
内
需
が
拡
大
し
、

長
年
苦
し
め
ら
れ
た
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
強
靱
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
、
進
め
ら

れ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
表
裏

一
体
の
性
格
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
。
内
閣
府
の
古
屋
圭

司
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）
も
経
済
財
政
諮
問
会

議
の
席
上
、
強
靭
化
と
経
済
成

長
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て

強
く
主
張
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

永
原　
藤
井
先
生
は
安
倍
内
閣

の
官
房
参
与
で
あ
る
と
同
時

に
、
今
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た

有
識
者
懇
談
会「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災
・
減

災
）
懇
談
会
」
の
座
長
も
務
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
懇
談

会
で
は
国
土
強
靱
化
に
向
け
た

議
論
の
成
果
を
５
月
中
に
取
り

ま
と
め
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
ま
で
の
議
論
で
見

え
て
き
た
方
向
性
か
ら
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

藤
井　

東
日
本
大
震
災
や
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な

大
災
害
が
珍
し
く
な
い
日
本

で
は
、狭
い
意
味
で
の
「
防
災
」

で
は
な
く
、
国
土
政
策
や
産

業
政
策
も
含
め
た
総
合
的
な

対
応
を
「
国
家
百
年
の
大
計
」

で
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
共
通
認
識
の
も
と
、

懇
談
会
に
は
防
災
や
国
土
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
、
産
業

構
造
、
地
域
社
会
な
ど
の
専

門
家
14
人
が
集
ま
り
、
４
回

に
わ
た
る
議
論
を
積
み
重
ね
、

５
つ
の
基
本
方
針
を
座
長
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
い
か
な
る
大
災
害

が
発
生
し
て
も
、「
人
命
は
何

と
し
て
も
守
り
抜
く
」「
行
政
・

経
済
社
会
を
維
持
す
る
重
要
な

機
能
が
致
命
的
な
損
傷
を
負
わ

な
い
」「
財
産
・
施
設
等
に
対

す
る
被
害
を
で
き
る
限
り
軽
減

し
、
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
」

「
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
可
能

に
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
①

短
期
的
で
は
な
い
「
長
期
的
な

視
野
」、
②
部
分
的
、
個
別
的

で
は
な
い
「
シ
ス
テ
ム
的
な
視

点
」、
③
過
剰
な
市
場
原
理
の

回
避
と「
適
切
な
規
制
」、④「
人

の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

な
ど
社
会
の
力
」、
⑤
「
自
律
・

分
散
」
の
上
で
の
「
協
調
・
連

携
」
の
視
点
に
基
づ
き
、
脆
弱

性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
日
本
の
経

済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
、
国
土
の

構
造
的
な
強
靭
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

永
原　
確
か
に
、
例
え
ば
部
分

的
、
個
別
的
で
な
い
と
い
う
意

味
で
は
、
〝部
分
最
適
〟
の
積

み
上
げ
が
〝全
体
最
適
〟
に
な

ら
な
い
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す

し
、
長
期
的
視
野
に
立
た
ず
効

率
性
ば
か
り
追
求
し
て
い
く

と
、
危
機
の
時
に
は
逆
に
効
率

が
落
ち
て
脆
弱
に
な
る
こ
と
が

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
懇
談
会

で
導
き
出
さ
れ
た
方
向
性
に
は

ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
今
後
の

自
然
災
害
な
ど
に
負
け
な
い
強
靱

な
国
土
を
つ
く
る
こ
と
は
、
国
民

生
活
の
安
心
・
安
全
の
向
上
に
と
ど
ま
ら

ず
、
国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
が
国
力
や

競
争
力
を
保
つ
上
で
も
不
可
欠
と
言
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
な
す
べ
き
こ
と
は

何
か
、
当
社
代
表
取
締
役
会
長
の
永
原
功

が
安
倍
政
権
で
内
閣
官
房
参
与
（
防
災
・

減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
担
当
）
を
務

め
る
京
都
大
学
大
学
院
の
藤
井
聡
氏
に
、

国
土
強
靱
化
の
カ
ギ
を
握
る
地
方
分
散

の
意
義
や
実
現
に
向
け
た
課
題
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

（
平
成
25
年
５
月
10
日
対
談
）

国
土
強
靱
が
成
長
の

エ
ン
ジ
ン
と
な
り

デ
フ
レ
脱
却
を
可
能
に

日
本
を
強
く
す
る

５
つ
の
視
点
で

脆
弱
性
を
点
検
、克
服

交通インフラと産業競争力の強化が不可欠

明治24年｢大日本鉄道線路全図」をもとに、鉄道建設にかける情熱の必要性を指摘

国
土
強
靭
化
が

つ
く
る

明
る
い
未
来

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

代
替
補
完
機
能
を

果
た
す
使
命
も
担
う

国
家
百
年
の
大
計
で

強
靭
化
を
考
え

総
合
的
な
対
応
を

北陸電力株式会社
代表取締役会長

永原 功
京都大学大学院教授

藤井 聡 氏

4JR金沢駅 鼓門にて
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永
原　
専
門
家
か
ら
首
都
直
下

型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
警

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

京
や
大
阪
、
名
古
屋
の
太
平
洋

ベ
ル
ト
地
帯
は
、
ま
さ
に
こ
の

想
定
被
災
地
で
す
。
懇
談
会
の

基
本
方
針
に
「
自
律
・
分
散
」

の
上
で
の
「
協
調
・
連
携
」
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
一
極
集

中
を
い
か
に
分
散
さ
せ
て
い
く

か
が
と
て
も
重
要
で
す
ね
。

藤
井　
そ
の
通
り
で
す
。
首
都

圏
に
は
日
本
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

約
30
％
が
集
中
し
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
を
含
め
た
太
平
洋

ベ
ル
ト
で
は
約
70
％
に
達
し
ま

す
。
現
状
の
ま
ま
大
き
な
震
災

に
襲
わ
れ
た
ら
、
日
本
の
都
市

機
能
と
経
済
の
心
臓
部
は
立
ち

直
れ
な
い
ほ
ど
破
壊
さ
れ
、
日

本
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
恐
れ

さ
え
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
都
市
機
能
や
生

産
拠
点
の
地
方
分
散
が
国
土
強

靱
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
巨
大
災
害
で
想
定

さ
れ
る
数
百
兆
円
規
模
の
経
済

被
害
の
最
小
化
を
図
り
、
地
方

か
ら
被
災
地
へ
の
救
援
も
可
能

に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
持
続
的

な
日
本
の
経
済
成
長
」
の
た
め

の
最
低
限
の
前
提
条
件
で
す
。

永
原　
で
は
、
地
方
分
散
を
実

現
し
て
い
く
上
で
、
具
体
的
に

ど
ん
な
施
策
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
井　

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を

含
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
や
は
り
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
要
で
す
。
交
通
イ
ン
フ

ラ
は
都
市
間
の
移
動
だ
け
で

な
く
、
災
害
の
際
の
代
替
補
完

機
能
と
い
う
重
要
な
役
目
も

持
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
を
回

避
し
て
人
や
物
が
往
来
す
る

ル
ー
ト
を
確
保
す
る
と
同
時

に
、
救
援
物
資
を
運
ぶ
た
め
の

大
動
脈
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
整
備
新
幹
線
は
も

と
よ
り
、
在
来
線
や
高
速
道

路
、
港
湾
の
整
備
を
遅
滞
な
く

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

永
原　

北
陸
の
人
間
に
と
っ

て
40
年
来
の
悲
願
と
も
い
う

べ
き
北
陸
新
幹
線
が
、
平
成
26

年
度
末
に
金
沢
ま
で
開
業
し

ま
す
。
こ
こ
ま
で
待
た
さ
れ
た

背
景
に
は
、
大
都
市
圏
と
比
べ

て
人
口
の
少
な
い
地
域
に
新

幹
線
を
整
備
す
る
こ
と
は
非

効
率
と
い
う
発
想
に
立
っ
て

き
た
証
左
だ
と
思
う
の
で
す
。

藤
井　
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
明
治
９
年
の
調
査

で
、
人
口
の
多
い
都
市
ベ
ス
ト

15
の
中
に
金
沢
市
と
富
山
市
が

入
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
現

在
、
大
都
市
と
呼
ば
れ
る
東
京

と
政
令
市
の
計
20
都
市
に
共
通

す
る
の
は
、
本
州
以
南
で
は
い

ず
れ
も
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
た

都
市
ば
か
り
で
す
。
つ
ま
り
新

幹
線
が
整
備
さ
れ
た
都
市
は
発

展
し
、
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
都

市
は
停
滞
し
た
の
で
す
。

　
新
潟
市
は
上
越
新
幹
線
の
開

通
に
よ
っ
て
、
日
本
海
側
唯
一

の
政
令
市
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
九
州
新
幹
線
開
業
に

伴
い
熊
本
市
が
政
令
市
に
昇
格

し
て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
経
済

効
果
と
し
て
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス

客
の
増
加
に
ば
か
り
注
目
が
集

ま
り
ま
す
が
、
都
市
の
発
展
を

誘
発
す
る
起
爆
剤
に
な
る
こ
と

に
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

永
原　
今
日
、
明
治
24
年
に
作

成
さ
れ
た
「
大
日
本
鉄
道
線
路

全
図
」
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

京都大学大学院教授　藤井 聡 氏

国土強靭化がつくる明るい未来

明
治
５
年
、
新
橋-

横
浜
間
が

開
通
し
て
か
ら
わ
ず
か
20
年
足

ら
ず
で
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で

の
太
平
洋
側
に
鉄
道
が
完
成
し

て
い
ま
す
。
つ
く
る
情
熱
さ
え

あ
れ
ば
、
早
期
に
実
現
で
き
る

何
よ
り
の
お
手
本
で
す
。

藤
井　
鉄
道
網
整
備
に
か
け
る

明
治
政
府
の
強
い
意
思
が
う
か

が
え
ま
す
。
た
だ
、
太
平
洋
側

中
心
の
局
所
的
な
国
づ
く
り
を

し
た
結
果
、
災
害
に
極
め
て
脆

弱
な
国
に
な
っ
た
の
も
事
実
で

す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
反
省
に

立
っ
て
、
今
後
の
国
土
強
靭
化

を
考
え
る
べ
き
で
す
。

永
原　
北
陸
新
幹
線
は
、
日
本

の
大
動
脈
で
あ
る
東
海
道
新
幹

線
が
災
害
な
ど
で
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
際
、
そ
の
代
替
補
完
機

能
を
果
た
す
特
別
な
使
命
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
金
沢
か
ら

敦
賀
ま
で
の
延
伸
は
平
成
37
年

度
の
予
定
で
、
さ
ら
に
敦
賀
か

ら
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
は
未
決

定
と
い
う
状
況
で
す
。

　

北
陸
経
済
連
合
会
が
昨
年

実
施
し
た
調
査
で
は
、
北
陸

新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
よ
り

交
流
人
口
が
年
２
８
０
万
人

増
加
し
、
経
済
波
及
効
果
の

総
額
は
北
陸
３
県
で
年
間
約

８
０
０
億
円
と
試
算
さ
れ
、
開

業
が
早
い
ほ
ど
そ
の
効
果
は

早
く
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
海
道
新

幹
線
の
代
替
補
完
機
能
を
北

陸
新
幹
線
が
最
大
限
に
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
動
に
伴

う
消
費
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が

回
復
し
、
金
沢
ま
で
の
開
通

で
約
12
億
円
／
日
、
全
線
開

通
で
約
24
億
円
／
日
の
経
済

的
損
失
が
回
避
さ
れ
る
と
い

う
試
算
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

藤
井　
敦
賀
ま
で
の
開
業
時
期

の
前
倒
し
に
よ
っ
て
、
経
済
効

果
の
恩
恵
に
浴
す
る
時
期
が
早

ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
北
陸
地
域

が
潤
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
き

ま
す
。
地
方
の
交
通
網
整
備
の

状
況
を
見
る
と
、「
ほ
と
ん
ど

で
き
て
い
る
の
に
、
一
部
残
さ

れ
て
い
る
た
め
に
全
部
つ
な

が
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

を
解
消
す
る
こ
と
で
大
き
な
効

果
が
生
ま
れ
る
と
、
多
く
の
専

門
家
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
見
解

で
す
が
、
敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト

が
い
ま
だ
に
決
定
し
て
い
な
い
の

は
残
念
の
一
語
で
す
。
万
一
の
事

態
が
起
き
て
も
東
日
本
と
西
日

本
の
交
通
が
途
絶
し
な
い
よ
う
、

早
期
に
ル
ー
ト
を
決
定
し
フ
ル

規
格
で
整
備
す
る
こ
と
は
、
国

家
の
強
靭
性
を
考
え
る
上
で
極

め
て
優
先
度
の
高
い
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
迅

速
に
議
論
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

永
原　

北
陸
新
幹
線
の
整
備

は
、
日
本
を
強
靱
化
す
る
た
め

に
真
に
必
要
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
北
陸
経
済
連
合
会

と
し
て
も
、
公
共
事
業
費
の
拡

充
と
重
点
配
分
に
よ
っ
て
十
分

な
財
源
が
確
保
さ
れ
、
早
期
に

全
線
開
業
が
実
現
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
な

が
ら
引
き
続
き
精
力
的
に
活
動

し
て
い
く
考
え
で
す
。

永
原　
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
と
も

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
強
靱
化
の

根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

電
力
の
安
定
供
給
は
国
民
生
活

や
経
済
発
展
に
直
結
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
強
靭
化
に

つ
い
て
、
先
生
の
お
考
え
を
聞

か
せ
下
さ
い
。

藤
井　

電
力
の
安
価
で
安
定

的
な
供
給
の
確
保
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
産
業
競
争
力
強
化

の
土
台
で
あ
り
、
強
靱
化
の
議

論
で
も
最
重
点
項
目
の
ひ
と

つ
で
す
。
そ
の
た
め
に
欠
か
せ

な
い
の
が
電
源
構
成
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
で
す
。
電
力
供
給

の
安
定
性
、
発
電
コ
ス
ト
、
環

境
へ
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
、

特
性
の
異
な
る
電
源
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
肝
心
で
し
ょ
う
。

永
原　
安
倍
政
権
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
性
や
安
定
供

給
、
環
境
面
、
コ
ス
ト
低
減
の

観
点
も
含
め
て
電
源
構
成
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
十
分

時
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ
、
国

の
基
幹
政
策
と
し
て
現
実
的
か

つ
戦
略
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
加

え
、
原
子
力
発
電
を
一
定
の
割

合
で
活
用
し
、
多
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
優

れ
た
日
本
の
原
子
力
技
術
の
維

持
、
継
承
に
つ
い
て
も
、
今
後

議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
示
唆
に
富
ん
だ
お
話

を
た
く
さ
ん
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
藤
井
先
生
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

北陸電力株式会社
代表取締役会長　永原 功

京都大学大学院教授
藤井 聡 氏
PROFILE
1968 年奈良県生駒市生まれ。京都大学工学部土木工学科卒、同大学院工学
研究科修了、98 年同大学博士号 (工学 ) 取得。東京工業大学大学院助教授、
教授を経て、2009 年京都大学大学院工学研究科教授、11年同大学レジリエン
ス研究ユニット長を兼任。専門は土木計画学、交通工学など。現在、安倍内
閣で内閣官房参与、ナショナル・レジリエンス懇談会座長など公職多数

北陸新幹線開業時の
① JR富山駅のイメージパース
② JR 金沢駅のイメージパース
（提供：鉄道・運輸機構）

太
平
洋
ベ
ル
ト
に

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
70
％
が
集
中

地
方
分
散
が
絶
対
必
要

交
通
イ
ン
フ
ラ
は
要

整
備
新
幹
線
の
あ
る

都
市
が
発
展
し
て
き
た

北
陸
新
幹
線
は

真
に
必
要
な

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

電
源
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
強
靱
化
の

大
前
提

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線

開
業
に
向
け
全
力

①②

都
市
機
能
や
生
産
拠
点
の

地
方
分
散
が
国
土
強
靱
の
カ
ギ


